
首都大学東京 ダイバーシティ推進室

バリアフリー講習会　障がいのある構成員支援を考える

聴覚障がいのある人や学生への支援
　～情報保障とノートテイクの基本を学ぶ

ノートテイクとは

講義の内容や周りの様子 ( 誰かの発言や、教室内でのチャイムの音など）を文字で伝える筆記通訳のことです。

あくまでリアルタイムで情報を伝達する手段であり、ノートテイカー自身が講義内容をまとめたノートを作成

するわけではありません。教員の板書は聴覚障がい学生自身が書き取ります。

「文字による通訳」と考えるとわかりやすいです。（日本学生支援機構「障害学生修学支援のための用語集」より）

日　時：平成 24 年 5月 24日（木）午後 2：40～午後 4：10
　　　　　　　　　　　　　　　　　    午後 2：10 開場　　　　　　　　　　　　　　　　　
場　所：南大沢キャンパス　1号館　302 教室
対　象：本学学生、教職員　★初心者歓迎★
講　師：北林 かや　氏
内　容：聴覚障がいのある人への支援とノートテイクについて
受講料：無料
受　付：時間までに直接、教室へお越しください。

（東京大学国際部国際企画課、
  元東京大学バリアフリー支援室支援コーディネーター）

講師プロフィール

北林 かや　氏／　手話通訳士
東京都立大学大学院社会科学研究科修士課程修了
早稲田大学障がい学生支援室、東京大学バリアフリー支援室
支援コーディネーターを経て、東京大学国際部勤務。

お問い合わせ・連絡先
主　催：首都大学東京　ダイバーシティ推進室　TEL：042-677-1111　内線 1943
場　所：南大沢キャンパス 2号館 206 号室
E-mail：diverwww@tmu.ac.jp　URL：http://www.comp.tmu.ac.jp/diversity/

ダイバーシティ推進室では、聴覚障がいのある人への支援として、情報保障とノートテイクの基礎講習会
を開催いたします。まずは、聴覚障がいについての基礎知識やコミュニケーション方法を学び、“ノート
テイクとは何か” を体験していただく初心者向けの講習会です。ボランティアに興味がある方、ノートテ
イクについて知りたいという方は、ぜひ、ご参加ください。


